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PRESS RELEASE   
 

                                令和7年（2025年）12月4日 

鶴岡市西目地区地すべり災害の発生機構 
～令和7年9月に4編の学術論文を出版～ 

【本件のポイント】  
● 令和4年（2022年）12月31日未明に鶴岡市で発生した土砂災害について、令和7
年（2025年）9月発行の日本地すべり学会誌で組まれた「山形県鶴岡市西目地区
斜面災害の発生機構」と題した小特集に3編の論文を出版し、同年同月発行の日
本地質学会の地質学雑誌に地質に関する論文1編を出版した。 

● 地形、地質、水文、土質の多角的な観点から調査・分析を行った。地形解析か
らは切土斜面が50年前からひずみの蓄積しやすい状態であったこと、地質調査
からは深層風化が生じていたこと、水文調査からは発災前後の12月末〜1月上旬
に地下水位が最も高く、切土斜面側の地下水の動きが速まっていたこと、土質
試験からは斜面の不安定化に伴って急激な強度低下が生じたために崩落土砂の
長距離流動に至ったことが示された。 

● 防災・減災の観点からは、県内の切土斜面の形状や湧水および風化の程度につ
いて事前に点検を行うことが考えられる。また、発災前後の地形を詳細に比較
できるように、高精度地形データの整備が求められる。 

【概要】 

令和 4年 12月大晦日未明に鶴岡市西目地区で生じた地すべりは、多数の家屋を巻き込み 2名の死者を出す
土砂災害を引き起こした。この地すべりは、風化した切土斜面だったこと、直前に強い降雨がなかったこと、
崖の高さに比べて数倍の距離を土砂が移動したこと等の顕著な特徴が認められた。このような特異性をもつ
地すべりの発生機構を解明するため、八木を中心に日本地すべり学会東北支部の技術者や国立研究開発法人
防災科学技術研究所、消防庁消防研究センター、山形大学災害環境科学研究ユニットの研究者が集まり、発災
直後から、地形・地質・湧水等の現地調査、鉱物・水質分析、力学試験、モデル計算（ひずみ解析・水収支）
等、地形学・地質学・水文学・土質学的アプローチによる研究を進めてきた。その結果を 4編の学術論文にま
とめ、令和6年 5〜6月に地すべり学会誌と地質学雑誌に投稿し、いずれも令和7年 9月に出版に至った。 

 
【論文】（アンダーラインは山形大学災害環境科学研究ユニットのメンバー） 
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柴崎達也・家田満留・八木浩司（2025）2022年12月31日山形県鶴岡市西目地区で発生した地すべりの土質特性．日
本地すべり学会誌, v. 62, no. 5, p. 24–32． 

渡辺 修・吉村和久・八木浩司（2025）鶴岡市西目地区で発生した地すべり内部および周辺の地下水流動状況に関
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【山形大学災害環境科学研究ユニットについて】 
山形大学認定研究所として 2021 年 3 月 1 日に開所。山形県全域の自然災害・自然環境をテーマにした複数の専

門分野にまたがる認定研究所は本学初です。ここ数年、山形県沖地震や豪雨災害が発生し、今後も火山噴火、内陸地震、
日本海の津波など安全を脅かす種も尽きません。同ユニットでは、山形県の自然災害と自然環境の特性を探究し、高度
な知識と防災に資する情報を地域へ発信しております。鶴岡市西目の土砂災害をふまえて、山形大学は令和 6 年 3 月
に鶴岡市と災害対策等の推進に関する協定を結び、災害環境科学研究ユニットのメンバーが中心となって鶴岡市にお
いて斜面防災の活動に取り組んでいます。 

 
【深田地質研究所について】 
公益財団法人深田地質研究所は、1954（昭和29）年5月に、故深田錠造氏の寄附により、東京都文京区に設立され

た日本初の民間の地質学・地質工学の研究所です。同年 10 月に当時の文部省から財団法人として認可を受け、2011
（平成23）年3月には、内閣府より公益財団法人として認定されて、研究、普及、育成、助成・顕彰の4つの事業を
行っています。昨年（令和 6年）の 7月には、山形大学附属博物館にて、企画展「アンモナイトの世界－深田地質研
究所コレクションより」を開催しました。 

 

お問い合わせ 
山形大学災害環境科学研究ユニット（HP: https//yu-rcned.amebaownd.com） 
八木浩司（地域教育文化学部名誉教授）E-mail: trans_himalaya@me.com 
本山 功（理学部教授）TEL: 023-628-4776 E-mail: i-motoyama@sci.kj.yamagata-u.ac.jp 

公益財団法人 深田地質研究所（HP: https://fukadaken.or.jp） 
八木浩司（客員研究員）E-mail: trans_himalaya@me.com 
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